
を
設
け
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
に
、
之
は
其
建
設
井
に
維
持
に

．
於
て
非
常
な
る
困
難
を
俘
ひ
、
而
か
も
其
領
値
少
き
こ
ご

は
既
に
周
知
の
轟
實
で
あ
る
○
今
や
新
築
約
に
よ
り
成
り

し
各
民
族
の
國
家
の
境
域
は
、
多
く
は
こ
の
入
工
的
底
幅

を
有
せ
ん
ご
し
て
居
る
。
ボ
ー
ラ
ン
ド
の
平
ぎ
は
殆
ん
ご

其
の
全
國
境
は
こ
の
人
工
的
境
堺
線
を
設
定
せ
ざ
る
ぺ
か

ら
ざ
る
に
、
園
長
さ
恐
ら
く
は
殆
ん
ざ
千
五
百
哩
に
達
せ

ん
と
し
つ
、
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
廣
大
な
る
無
人
障
の

國
．
境
は
果
し
て
永
久
に
維
持
せ
ら
る
、
も
の
で
め
ら
う

か
。
た
ご
へ
國
際
聯
盟
あ
っ
て
民
族
間
の
孚
剛
を
或
程
度

迄
は
防
ぎ
得
べ
し
ご
し
て
も
、
こ
の
境
堺
を
越
え
て
出
入

す
．
る
民
族
の
流
れ
を
阻
止
す
る
こ
ご
は
到
底
不
可
能
で
あ

る
。
さ
れ
ば
再
び
新
ら
し
き
民
族
問
題
が
起
っ
て
、
領
土

の
夢
更
を
見
る
べ
き
事
は
火
を
賭
る
よ
り
も
明
か
で
あ

る
○

　
薙
に
於
て
吾
人
は
劃
燭
子
等
及
他
の
新
誓
約
が
除
り
に

民
族
の
統
一
に
重
き
を
置
き
、
地
理
的
關
係
を
無
覗
せ
し

事
は
、
却
・
つ
て
將
來
に
於
け
る
民
族
的
雫
團
の
種
子
を
蒔

き
し
も
の
ご
信
せ
ざ
る
和
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
木
稿
か
草
す
ろ
に
當
り
使
用
ゼ
し
封
猫
講
利
條
約
書
口
我
政
府
よ
り
未
だ

　
獲
布
占
1
4
告
に
よ
り
尊
ら
紐
育
穿
イ
ム
ス
肚
渡
行
ρ
嚢
。
昌
H
出
切
3
「
統
入
刀

　
號
所
載
の
正
妻
に
披
ろ
。

白
馬
寺
の
浩
革
に
關
す
・
ろ
疑
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲

　
　
　
　
悶

　
後
淡
の
明
帝
が
金
人
を
夢
み
、
傅
毅
の
奏
上
に
悪
き
て

佛
徳
の
偉
大
な
る
に
薫
じ
、
師
ち
察
無
限
十
除
霜
を
迎
佛

　
　
　
第
五
巷
　
　
研
　
究
　
　
白
馬
寺
の
濃
革
に
關
す
る
疑
問

，
文
學
士
那
波
利
貞

使
節
こ
し
て
西
域
地
方
に
派
遣
し
、
幸
に
大
月
氏
國
に
て

佛
像
理
経
丼
に
西
域
の
沙
門
な
る
撮
摩
騰
、
竺
法
蘭
の
二

人
を
得
て
、
洛
陽
の
西
郊
に
自
説
寺
を
創
立
せ
し
話
は
、

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
四
五
　
（
四
五
）



　
　
　
第
五
巻
　
　
研
　
究
　
　
白
焉
守
の
漕
草
に
聞
寸
る
疑
問

普
池
に
は
支
那
に
於
け
る
佛
属
官
來
弁
に
佛
寺
建
立
の
樫

輿
冠
し
て
人
口
に
喀
註
す
る
も
の
な
る
が
、
専
門
學
者
の

間
に
於
い
て
は
之
に
關
す
る
幾
多
の
疑
問
ビ
異
説
ご
あ
り

て
、
論
難
致
謹
の
研
究
の
結
果
は
夙
に
相
馬
多
量
に
致
さ

れ
て
、
甲
論
乙
駁
殆
ん
ご
底
止
す
る
所
を
知
ら
な
い
。
併

し
實
無
量
の
話
は
信
着
す
る
に
足
る
べ
き
根
本
史
料
の
僅

少
な
る
豊
浜
ら
幾
多
の
疑
問
績
暑
し
て
其
の
確
實
な
る
事

實
の
眞
相
は
殆
ん
ざ
知
b
得
べ
か
ら
ざ
る
こ
ご
、
な
っ
て

居
る
。
然
し
ご
錐
も
此
の
問
題
は
洵
に
支
那
文
化
史
研
究

の
立
脚
地
よ
り
槻
れ
ば
最
も
注
意
研
究
を
致
さ
い
る
べ
か

ら
ざ
る
一
大
事
件
に
し
て
、
若
し
假
に
傳
論
の
語
る
が
如

く
ん
ば
、
粥
†
に
印
度
思
想
の
支
那
民
族
に
及
ぼ
せ
る
影
響

如
何
て
ふ
思
想
史
上
の
問
題
ご
し
て
重
大
な
る
意
義
あ
る

の
み
な
ら
す
、
其
の
將
來
せ
し
蝕
像
が
支
那
錆
金
堺
支
那

彫
刻
界
に
及
ぼ
せ
る
影
響
、
連
壁
に
千
乗
萬
騎
逃
夢
話
匝

圖
の
作
ら
れ
た
る
爲
、
其
の
支
那
給
書
堺
に
及
ぼ
せ
る
影

響
、
掌
典
礫
諜
よ
り
促
さ
れ
た
る
外
國
語
習
學
の
機
浬
の

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
四
六
　
（
四
六
）

謳
b
し
な
ら
む
等
、
つ
ま
り
西
域
乃
至
印
度
丈
明
の
楡
入

せ
ら
れ
た
る
爲
に
支
那
の
愈
々
界
、
無
価
界
、
美
術
工
藝

界
等
諸
方
面
に
及
ぼ
せ
る
影
響
は
果
し
て
如
何
な
り
し
か

て
，
渦
諸
黙
に
於
い
て
、
此
の
白
馬
寺
問
題
は
蕾
に
支
那
佛

澱
史
上
の
重
要
な
る
研
究
問
題
た
る
の
み
な
・
ら
す
、
寒
に

支
那
丈
化
史
研
究
上
看
過
す
る
を
許
さ
い
る
有
意
義
の

研
究
問
題
で
め
る
。
弦
に
吾
人
が
所
題
の
如
き
木
遣
を
草

し
先
輩
博
雅
の
研
究
に
蛇
足
を
加
へ
て
吾
犬
の
抱
懐
す
る

四
五
の
疑
問
を
提
出
し
、
以
て
隠
者
の
示
敷
を
請
は
む
ざ

す
る
研
以
も
亦
此
の
立
脚
地
よ
り
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た

る
結
果
に
外
な
ら
濾
。

　
　
　
　
回
四

　
大
催
支
那
史
上
に
於
い
て
「
自
馬
な
る
下
名
を
有
せ
る
儒

院
は
只
今
迄
の
吾
人
の
寡
聞
に
知
れ
る
限
り
に
於
い
て
は

四
箇
寺
あ
る
。
今
其
の
草
創
年
次
の
逞
き
も
の
よ
り
順
次

列
畢
す
る
に
、
其
の
一
は
『
畿
輔
通
志
』
に
見
ゆ
る
も
の
で

宋
の
徽
宗
の
崇
寧
年
間
（
西
暦
一
一
〇
二
一
上
一
〇
⊥
ハ
年
）



に
直
隷
省
大
名
府
の
城
内
西
南
隅
に
作
ら
れ
た
る
も
の
、

其
の
二
は
『
河
南
通
志
』
に
見
ゆ
る
も
の
で
麿
の
太
宗
の
貞

掘
元
年
（
西
暦
六
二
七
年
）
に
河
南
省
の
扶
溝
縣
の
某
地
黙

当
代
に
は
侯
延
岡
ご
呼
ば
れ
し
地
に
建
立
せ
ら
れ
し
も
の

其
の
三
は
『
畿
輔
麺
志
』
に
見
ゆ
る
も
の
で
完
縣
の
束
野
里

に
建
て
ら
れ
、
其
の
草
創
年
次
は
今
h
に
て
は
不
明
な
る

も
、
階
の
孔
雪
下
に
「
遊
留
年
自
県
寺
詩
」
一
篇
あ
れ
ば
、

共
の
既
・
に
階
代
に
存
在
せ
し
こ
♂
・
の
愚
な
る
も
の
、
而
し

て
其
の
四
は
後
幕
明
帝
が
河
南
省
河
南
縣
の
西
郊
に
創
建

せ
し
ご
傳
へ
ら
る
、
も
の
で
あ
る
。
此
等
四
者
中
、
前
三

者
が
何
れ
も
明
帝
の
創
立
ご
傳
へ
ら
る
、
自
誓
寺
の
名
を

襲
ひ
た
る
も
の
な
る
は
勿
論
申
す
迄
も
無
か
ら
う
。

　
然
り
而
し
て
明
野
の
迎
撃
に
關
す
る
史
料
は
實
に
僅
少

に
し
て
、
外
典
に
在
h
・
て
は
僅
に
『
後
漢
書
』
西
域
傳
、
『
後

漢
書
』
楚
王
英
付
注
取
引
の
晋
の
蓑
宏
の
『
後
瀧
紀
』
、
『
魏

書
』
騨
老
志
の
数
種
で
あ
り
、
爾
『
後
走
書
』
裏
楷
傳
に
も

佛
敷
に
開
す
る
記
載
は
あ
る
も
併
し
蕪
に
て
は
直
接
の
關

　
　
　
第
五
巻
　
　
研
　
究
　
　
白
馬
守
の
沿
草
に
關
す
る
疑
問

係
を
有
し
て
は
居
ら
漁
Q
内
典
に
在
り
て
は
梁
の
慧
咬
の

『
盗
塁
傳
』
、
晴
の
費
長
房
の
『
歴
代
三
指
記
』
、
朱
の
租
瞬

の
『
隆
継
継
敷
編
年
通
論
』
、
宋
の
本
畳
の
『
歴
代
編
年
羅
氏

通
鑑
』
、
宋
の
志
磐
の
『
心
得
統
記
』
、
元
の
念
常
の
『
佛
祀

歴
代
通
載
』
、
明
の
碓
岸
の
『
騨
氏
稽
古
録
』
及
び
『
繹
氏
通

鑑
』
に
引
用
せ
ら
れ
た
る
『
描
記
』
、
『
骨
法
本
内
傳
』
ご
『
本

三
蓋
記
集
』
序
恐
に
見
え
た
る
『
四
十
二
章
経
序
』
等
存
し
、

併
せ
て
有
名
な
る
『
開
元
瀞
寡
住
』
が
あ
る
。
然
も
此
等
書

籍
の
本
文
の
史
料
ご
し
て
の
債
値
如
何
て
ふ
こ
ご
は
、
此

の
問
題
の
研
究
に
漁
り
て
は
先
づ
二
言
す
べ
き
重
要
事
項

で
あ
る
が
、
前
掲
の
外
陣
ハ
の
諸
書
は
蓑
宏
の
『
後
鞘
紀
』
を

除
く
の
外
は
所
謂
正
史
な
れ
ば
比
較
的
男
芸
す
る
に
足
る

べ
く
、
又
信
思
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
但
し
一
つ

注
意
を
要
．
す
る
ご
思
は
る
、
は
『
魏
書
』
騨
老
志
に
し
て
、

北
魏
時
代
の
胡
太
后
の
鯨
佛
は
申
す
に
及
ぼ
す
、
南
北
朝

時
代
は
概
し
て
藻
岩
隆
盛
時
代
な
れ
ば
、
此
の
書
の
記
載

に
は
或
は
幾
分
佛
徳
を
過
賞
し
、
莫
の
事
情
を
誇
大
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
四
七
　
（
四
七
）



　
　
　
第
五
巻
　
研
究
　
白
馬
寺
の
漕
草
に
關
す
る
疑
問

　
　
　
　
　
　
　
ρ

傾
向
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
か
ら
、
『
後
漢
書
』
な
ご
＼
同

日
に
槻
て
は
或
は
尊
翁
が
存
す
る
や
も
知
れ
な
い
ご
思
は

れ
る
。
併
し
先
づ
正
史
な
る
以
上
は
内
典
の
多
く
が
佛
敷

徒
の
我
田
引
水
的
誇
張
の
記
載
を
以
て
浦
た
さ
れ
居
る
程

の
も
の
に
は
あ
ら
ざ
る
べ
し
と
も
思
は
れ
る
。
之
に
反
し

て
内
典
は
多
く
は
佛
敷
徒
の
誇
張
的
記
載
の
も
の
で
あ
る

　
か
ら
、
此
の
黙
は
深
思
な
る
批
評
眼
を
注
ぐ
必
要
め
り
、

樹
内
在
ハ
の
中
に
て
も
紺
絞
、
費
長
房
、
租
誘
、
志
磐
諸
語

　
の
記
述
は
佛
敏
史
專
門
家
の
方
に
て
も
比
較
的
信
す
べ
さ
、
・

史
料
ご
考
へ
ら
れ
居
れ
る
如
き
も
、
其
の
他
の
も
の
は
比

較
的
後
世
の
編
纂
物
な
る
ご
共
に
附
厨
の
説
多
く
、
根
本

史
料
こ
し
て
信
試
す
る
に
は
あ
ま
り
に
置
場
な
る
為
の
で

．
殊
に
『
瀧
法
今
内
傳
』
や
『
四
十
二
章
経
序
』
の
取
る
に
足
ら

　
ざ
る
後
世
の
僧
…
書
た
る
は
既
に
定
説
あ
り
、
今
更
漸
々
の

　
謹
言
を
要
せ
ざ
る
こ
ご
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
翼

　
　
使
者
派
遣
の
動
機
に
就
き
て
は
書
聖
す
る
に
足
る
。
へ
き

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
四
入
　
（
四
八
）

謹
左
は
無
く
、
金
人
を
夢
み
た
る
話
は
楚
早
期
傳
注
縁
引

の
脅
の
蓑
宏
の
『
後
漢
紀
』
に
見
．
ゆ
る
を
其
の
最
初
ざ
す
れ

ば
、
梁
の
玉
津
の
『
高
僧
傳
』
や
『
為
書
』
年
老
志
の
記
載
は

皆
嚢
宏
の
記
載
を
襲
用
し
逸
る
迄
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ら

う
。
か
く
し
て
金
人
を
夢
み
た
る
話
は
勿
論
一
個
の
傳
説
・

で
蓋
し
後
漢
末
よ
り
三
國
の
交
に
か
け
て
假
作
せ
ら
れ
π

も
の
な
ら
む
ご
思
は
る
、
が
、
託
泣
の
夢
の
話
を
群
臣
に

問
ひ
し
時
傅
毅
が
印
度
に
於
け
る
群
奪
隆
誕
の
黒
影
ご
佛

徳
ご
を
述
べ
し
話
は
比
較
的
注
意
に
値
す
る
こ
ご
で
は
あ

　
　
ヘ
　
コ
　
　
　
　
　
ち
　
へ
　

る
ま
し
カ
ご
思
」

　
大
胆
支
那
へ
黒
瀬
の
傳
來
せ
し
起
原
に
就
き
て
は
共
の

主
な
る
も
の
は
普
通
に
五
畜
め
り
て
、
懸
者
熟
知
の
如
く

其
の
一
は
『
彿
租
伝
記
』
に
基
く
秦
の
始
皇
の
四
年
（
西
暦

紀
元
前
二
一
入
年
）
説
、
共
の
二
は
『
魏
書
』
繹
老
志
に
基

く
前
漢
の
武
帝
元
狩
二
年
（
西
暦
紀
元
前
＝
二
年
）
説
、

其
の
三
は
今
傳
ら
ざ
る
劉
向
の
列
仙
傳
に
幕
．
く
前
漢
の
成

帝
時
代
（
西
暦
紀
元
前
三
二
年
t
七
年
）
説
、
其
の
四
は
『
三



國
志
』
注
所
引
の
『
早
事
』
西
戎
傳
に
多
く
前
漢
の
哀
帝
の

元
壽
元
年
（
西
暦
紀
元
前
二
年
）
説
．
共
の
五
は
落
語
に
蓮

ぶ
る
後
漠
明
点
間
卒
年
間
（
西
暦
五
八
－
七
五
年
）
説
で
あ

る
。
此
等
の
中
何
れ
が
事
實
な
る
か
は
点
者
論
孚
の
種
ε

な
れ
る
が
、
吾
人
は
漢
土
ご
西
域
及
び
印
度
方
面
こ
の
交

通
丼
に
他
の
二
個
の
理
由
よ
り
毛
無
に
於
け
る
佛
敏
の
支

那
傳
來
は
必
し
も
明
帝
の
使
者
派
遣
に
始
ま
ら
ざ
る
こ
ご

を
想
見
す
る
の
で
あ
る
。
此
に
就
い
て
は
先
づ
公
的
傳
來

ご
私
的
傳
來
に
分
類
し
て
考
察
す
る
の
必
要
あ
ら
む
と
思

惟
せ
ら
れ
而
し
て
第
一
説
は
室
利
房
等
の
自
意
襲
動
的
に

支
那
に
來
り
し
話
で
あ
り
第
二
説
な
る
震
去
病
の
得
た
る

金
人
は
『
史
林
』
第
三
恕
第
四
號
所
載
の
文
學
士
前
漢
了
諦

氏
の
「
休
親
王
の
金
人
に
就
い
て
」
な
る
研
究
に
從
へ
ば
、

佛
像
に
は
観
す
し
て
西
域
の
天
帥
こ
な
り
、
血
忌
傳
來
問

題
ご
殆
ん
ご
關
係
無
き
乙
ご
も
な
る
諜
で
あ
る
が
、
假
に

呑
玉
の
説
の
如
く
此
を
佛
像
な
り
ご
槻
て
も
勿
論
私
的
傳

來
ぜ
な
る
課
で
あ
る
。
第
三
説
も
亦
不
向
校
書
の
際
に
佛

　
　
　
第
五
巻
　
　
研
　
究
　
　
白
田
寺
の
滑
革
に
關
す
ろ
疑
問

典
あ
り
し
ε
謂
ふ
迄
で
假
に
之
を
も
講
説
な
り
ご
観
て
も

其
の
傳
來
は
成
算
よ
り
も
前
に
や
は
り
私
的
に
流
傳
せ
し

も
の
ご
槻
ざ
る
を
得
す
、
又
第
四
説
も
博
士
秦
景
憲
が
大

月
氏
の
使
者
よ
り
個
人
的
に
復
籍
経
を
口
授
さ
れ
だ
る
な

れ
ば
、
假
に
之
を
も
事
實
こ
し
て
信
管
し
て
も
、
や
は
り

私
的
静
置
ε
な
る
繹
で
あ
る
。
之
に
反
し
て
傳
説
な
が
ら

も
公
的
に
佛
敏
の
支
那
に
傳
許
せ
し
ご
思
は
る
、
は
如
何

し
て
も
明
帝
の
使
者
派
遣
に
擦
る
も
の
ご
観
ざ
る
を
得
な

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
漢
土
ご
印
度
方
面
こ
の
交
通
は
比
較
的
古
く
よ
り
相
野

に
在
り
し
も
の
な
ら
む
ご
も
思
は
れ
、
た
こ
へ
直
接
交
通

な
ら
す
ご
も
、
西
域
諸
國
を
通
じ
て
の
間
接
的
交
通
は
印

度
の
事
情
を
比
較
的
古
く
支
那
人
記
知
ら
し
め
た
る
も
の

こ
思
は
る
、
。
況
ん
や
前
漢
の
張
纒
が
西
域
遠
征
の
目
的

地
な
り
し
大
月
氏
を
中
心
ご
す
る
中
央
亜
細
亜
地
方
は
、

阿
育
王
以
來
印
度
の
威
化
は
比
較
的
多
く
及
び
居
り
し
の

み
な
ら
す
、
別
し
て
大
盛
ご
薬
毒
ご
の
交
通
の
頻
繁
な
り

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
四
九
　
（
四
九
）



　
　
　
錦
五
巻
　
　
研
　
究
　
　
白
馬
寺
の
沿
草
に
闘
す
る
疑
問

し
は
『
吏
記
』
大
早
智
の
語
る
所
で
め
り
、
張
驚
が
烏
孫
に

配
せ
し
時
に
は
共
の
副
使
を
大
聖
、
安
息
、
身
毒
諸
國
に

も
派
し
て
居
っ
て
露
朝
の
際
に
煙
毒
の
芸
子
な
ざ
を
も
武

帝
に
奏
上
し
居
れ
ば
武
帝
時
代
の
支
那
人
は
比
較
的
能
く

印
度
を
知
り
居
り
し
ご
共
に
、
張
器
が
大
夏
の
市
場
に
て

蜀
の
華
竹
杖
や
蜀
布
の
煙
責
せ
ら
る
㌧
を
見
之
を
質
問
せ

し
に
大
夏
は
束
南
数
千
里
の
身
毒
郎
ち
印
度
よ
り
得
π
り

ご
謂
へ
ば
漸
時
私
的
墨
池
の
巴
蜀
地
方
部
ち
今
の
四
川
省

地
方
ご
印
茂
こ
の
間
に
相
當
に
存
し
た
る
も
の
な
る
べ
き

を
推
燃
し
得
ら
れ
、
叉
『
西
京
難
記
』
に
記
載
せ
ら
る
、
が

．
如
く
漢
の
上
帝
が
身
毒
の
翼
鏡
を
卒
常
懐
中
せ
し
ご
あ
れ

ば
、
西
域
を
池
じ
て
の
間
接
交
池
は
勿
論
、
四
川
地
方
よ

り
行
は
れ
た
り
ピ
思
は
る
、
所
の
恋
接
交
麺
を
以
て
し
て

も
、
印
皮
ざ
支
那
ご
の
交
通
關
係
は
私
的
交
蓮
に
依
わ
て

少
く
ピ
も
前
漢
時
代
に
は
既
に
論
叢
に
存
し
た
る
も
の
ビ

推
察
せ
ら
れ
得
る
か
ら
、
切
歯
思
想
の
如
き
も
何
等
か
の

機
會
を
得
て
此
の
私
的
交
通
の
爲
に
比
較
的
古
ぐ
支
那
に

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
五
〇
　
（
五
〇
）

傳
來
せ
る
も
の
ざ
思
は
れ
て
、
少
く
ご
も
前
知
中
葉
以
後

よ
り
成
帝
哀
帝
の
頃
に
至
る
問
に
は
之
が
支
那
に
傳
來
し

又
は
傳
來
し
居
り
し
も
の
に
非
ざ
る
な
き
や
を
疑
ふ
次
第

で
あ
る
。
帥
ち
明
帝
の
勅
問
に
答
へ
た
る
置
上
が
比
較
的

詳
細
に
半
里
降
｛
誕
弁
に
佛
徳
に
就
い
て
正
確
な
る
知
識
を

有
せ
し
様
解
せ
ら
る
、
も
此
の
理
由
に
基
く
結
果
に
は
非

ざ
る
な
き
や
ご
考
へ
ら
る
、
の
み
な
ら
す
、
爾
注
意
を
秘

ふ
べ
き
層
々
が
ム
⊥
つ
存
し
て
居
る
ら
し
く
そ
れ
は
所
謂

自
序
寺
の
成
就
後
に
上
帝
が
一
度
此
庭
に
行
幸
せ
ら
れ
振

摩
騰
、
竺
法
蘭
ご
’
曾
話
せ
ら
れ
た
る
時
に
搬
摩
騰
が
償
問

し
て
此
の
建
物
の
束
な
る
は
何
館
ぞ
ご
尋
ね
し
時
帝
の
答

へ
た
る
語
ご
し
て
　
　
　
　
　
　
　
’

　
昔
有
切
無
因
而
起
、
夷
之
復
号
。
夜
有
光
怪
。
民
呼
爲

　
聖
塚
Q
因
記
之
。
疑
洛
陽
榊
也
。

な
る
話
の
『
聯
鍛
編
年
蓮
論
』
に
見
ゆ
る
こ
ご
で
あ
る
Q
之

に
劃
し
て
撮
三
型
等
が
之
を
以
て
阿
育
王
の
入
穿
四
千
の

塔
の
一
個
な
る
説
明
を
下
し
居
れ
る
は
勿
論
信
遣
す
る
に



は
足
ら
澱
が
、
此
の
聖
塚
の
傳
説
を
7
概
に
後
世
附
會
の

妄
説
ご
槻
れ
ば
そ
れ
迄
で
は
あ
る
が
、
伍
疑
へ
ば
疑
ひ
得

る
除
地
が
存
す
る
に
は
非
ざ
る
な
き
や
を
思
ふ
の
で
あ
る

吾
人
は
公
的
の
佛
鍛
の
支
那
傳
來
は
明
解
の
使
者
派
遣
に

初
ま
る
ご
考
ふ
る
も
、
其
の
私
的
流
．
傳
は
叙
上
の
理
由
に

基
き
て
少
く
こ
も
前
漢
末
に
は
既
に
殺
せ
し
も
の
ご
想
像

す
る
者
に
し
て
秦
代
室
利
房
來
朝
の
こ
ご
は
暫
く
之
を
指

し
畳
き
て
も
、
前
漢
の
中
葉
以
後
・
或
は
＝
一
西
域
儒
侶
の

暗
々
裏
に
発
行
し
て
支
那
に
偏
り
し
者
あ
ら
ざ
る
な
き
や

を
疑
ふ
の
で
あ
る
。
漢
の
聖
帝
が
紳
仙
を
好
み
た
る
結
果

方
士
の
勢
力
を
得
た
の
は
申
す
迄
も
無
い
。
此
の
風
潮
は

怨
讐
以
後
蓮
績
し
て
後
漠
に
入
り
て
も
衰
へ
す
、
郎
ち
構

摩
乳
歯
の
迎
へ
ら
れ
て
來
b
し
時
に
も
聖
岳
の
池
士
補
善

信
等
七
百
陥
入
が
公
式
に
外
患
僑
侶
に
劃
し
將
復
佛
激
に

久
し
排
斥
蓮
働
を
試
み
た
る
こ
ご
は
當
年
の
惜
勢
上
當
に

然
る
べ
き
こ
ご
に
し
て
、
其
の
抗
表
や
與
沙
門
竺
法
蘭
比

稜
の
記
事
の
『
法
苑
蒼
林
』
怒
六
十
八
、
『
廣
宏
明
集
』
一
に

　
　
　
第
五
巻
　
　
研
　
究
　
　
白
馬
寺
の
没
草
に
關
す
る
疑
問

見
ゆ
る
も
の
が
果
し
て
祷
善
信
等
の
執
筆
に
係
り
し
原
文

な
る
や
否
や
ば
明
記
で
は
無
い
が
、
此
の
種
の
排
斥
運
動

の
有
り
此
の
種
の
抗
表
な
ざ
の
有
り
し
こ
ご
だ
け
は
略
推

知
す
る
に
難
く
無
い
。
然
b
而
し
て
漢
の
武
帝
以
後
此
の

時
に
至
る
間
の
方
士
の
勢
力
は
洵
に
強
大
な
る
も
の
あ
り

し
こ
ご
は
正
史
の
記
載
す
る
所
な
れ
ば
、
前
漢
末
期
成
帝

哀
帝
の
時
代
に
銑
に
私
的
交
通
に
よ
り
て
或
る
程
度
迄
支

那
に
流
傳
爲
し
居
り
し
ご
思
は
る
、
佛
敷
に
令
し
て
も
、

當
時
の
方
士
の
徒
が
相
落
に
排
斥
的
態
度
を
取
り
し
こ
ざ

も
想
像
せ
ら
れ
得
ら
る
、
。
此
の
見
地
よ
り
親
署
す
れ
ば

前
漢
中
葉
以
後
に
労
る
程
度
ま
で
支
那
に
流
縛
せ
し
佛
敷

が
黄
老
艸
仙
家
の
一
派
の
爲
に
豫
想
以
上
の
非
常
な
慶
追

を
蒙
り
、
一
二
間
行
渡
來
の
西
域
信
得
な
ざ
あ
り
て
も
其

の
佛
漱
徒
佛
敏
宣
傳
家
た
る
の
旗
幟
を
鮮
明
す
る
は
非
常

な
不
利
盆
に
し
て
、
且
つ
實
は
駕
し
得
べ
か
ら
ざ
り
し
も

の
な
ら
む
か
を
疑
は
れ
得
れ
ば
、
此
等
間
行
渡
來
の
西
域

上
戸
は
晴
々
裏
に
極
め
て
小
数
の
支
那
人
に
密
々
に
佛
敏

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
嵩
　
　
　
五
一
　
（
五
一
）



　
　
　
第
五
巷
　
　
研
　
究
　
　
白
馬
寺
の
漕
草
に
聞
す
る
疑
問

を
宣
隣
す
る
に
留
ま
り
、
共
の
之
を
信
仰
す
る
小
数
の
支

那
人
も
亦
其
の
呼
吸
を
心
得
て
、
猫
我
が
徳
川
時
代
の
ジ

ェ
ス
イ
ソ
ト
敏
信
者
が
名
を
佛
敏
の
子
安
親
世
吾
に
籍
レ
一

て
實
は
秘
密
に
岬
、
リ
や
抱
聖
像
を
祭
祀
禮
弄
せ
し
が
如
く

黒
血
に
於
け
る
流
行
力
の
盛
大
に
し
て
而
も
或
る
黙
に
於

い
て
其
の
思
想
の
酷
似
せ
る
も
の
な
る
黄
老
帥
演
説
に
名

を
籍
り
て
密
々
に
之
を
信
仰
魂
拝
し
た
る
も
の
な
ら
ざ
る

な
き
や
を
疑
ふ
の
で
あ
る
」
從
っ
て
此
等
一
二
の
西
域
よ

り
艶
文
せ
る
俗
侶
も
亦
、
表
面
の
み
は
何
等
佛
敷
徒
佛
激

宣
尋
者
た
る
夏
期
を
装
は
ふ
9
。
し
て
、
巧
に
黄
老
紳
仙
家
の
連

文
を
忌
避
し
た
る
も
の
ご
槻
察
な
し
得
ら
る
れ
ば
、
前
漢

の
中
葉
以
後
よ
り
後
文
明
帝
時
代
に
至
る
中
間
の
其
時
代

に
支
那
に
渡
來
せ
し
此
等
＝
一
の
間
行
信
侶
の
死
す
る
に

及
び
て
は
、
此
ハ
の
埋
葬
絡
焉
の
事
業
の
如
き
は
｝
部
小
魚

の
支
那
佛
敏
徒
の
手
に
捕
り
て
密
々
に
行
は
れ
た
る
な
ら

む
ご
も
考
へ
得
ら
れ
、
勇
之
が
明
帝
の
答
へ
た
る
所
謂
聖

油
の
下
に
永
に
眠
れ
る
本
管
な
ら
ざ
る
や
を
疑
ひ
得
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
五
　
・
　
　
五
二
　
（
五
二
）

は
す
ま
い
か
ご
思
ふ
。
狙
し
若
し
假
に
吾
人
が
想
像
す
る

が
如
き
こ
ご
め
り
し
ご
す
る
も
、
此
が
洛
陽
融
ご
総
呼
ぜ

ら
れ
た
る
こ
ご
も
説
明
が
．
附
し
得
ら
る
、
の
で
、
蓋
し
右

の
事
情
の
爲
に
明
帝
時
代
に
至
り
て
も
共
の
外
報
佛
商
魂

侶
の
墳
墓
た
る
こ
ご
を
明
言
す
る
こ
ご
は
其
の
一
味
の
者

共
に
は
可
及
的
避
け
た
り
ご
思
は
る
れ
ば
、
一
般
に
は
唯

不
可
思
議
な
る
墳
、
墓
こ
し
て
考
へ
ら
れ
即
ち
聖
塚
の
名
も

自
然
に
起
b
叉
洛
陽
帥
ビ
も
総
呼
せ
ら
れ
、
叉
一
部
其
の

郵
船
を
知
悉
せ
る
支
那
佛
敷
徒
も
故
意
に
洛
陽
帥
ご
鶴
し

て
密
々
に
祭
記
禮
拝
せ
し
も
の
な
ら
む
か
ご
考
へ
得
ら
れ

此
の
聖
塚
問
題
は
屠
る
黙
泡
は
疑
へ
ば
疑
ひ
得
ら
る
、
ご

思
ふ
。
つ
ま
り
其
の
吾
人
の
根
櫨
ざ
し
て
採
用
す
る
所
は

仁
恵
に
し
て
從
っ
て
其
の
結
果
も
亦
一
個
の
推
看
た
る
に

留
ま
る
ε
難
も
、
吾
人
は
少
く
こ
も
前
漢
中
葉
頃
よ
り
既

に
謝
る
程
度
紅
血
敷
は
私
的
交
”
辿
に
よ
り
て
支
那
に
傳
合

し
重
り
、
而
も
時
勢
の
然
ら
し
む
る
所
已
を
得
す
黄
老
帥

仙
翁
の
假
面
を
被
b
其
の
陰
に
隠
れ
て
密
々
に
｝
部
支
那



人
士
の
問
に
信
仰
せ
ら
れ
居
り
し
に
あ
ら
ざ
る
な
き
や
て

ふ
疑
を
起
さ
し
め
ら
る
、
の
で
あ
る
。
斯
ぐ
解
繹
し
閉
れ

ば
明
帝
の
使
者
派
遣
の
動
機
の
如
き
も
決
し
て
金
人
を
夢

み
た
る
が
如
き
假
作
話
的
の
も
の
に
は
あ
ら
す
し
て
、
相

論
に
佛
敷
に
關
す
る
知
識
有
b
し
こ
ビ
、
て
少
く
ご
も
数

年
の
熟
慮
の
結
果
之
を
断
行
せ
し
も
の
ご
考
へ
得
ら
る

る
。
然
れ
ば
使
節
派
邉
に
先
ち
傅
毅
が
既
に
鐸
減
磁
に
佛

敢
に
就
き
て
相
嘗
一
通
の
知
識
を
有
し
居
り
し
こ
ご
も
解

羅
が
附
し
得
ら
る
き
課
で
、
雨
々
相
年
的
に
面
罵
な
説
明

が
奇
し
得
ら
れ
は
す
ま
い
か
ご
思
ふ
。
此
の
佛
敷
の
私
的

傳
來
が
少
く
ビ
も
前
漢
中
期
よ
り
末
期
・
の
間
に
在
り
し
な

ら
む
ご
謂
ふ
黙
に
於
て
は
Q
・
司
・
自
。
。
話
氏
が
剛
山
葺
。
φ
、

o
h
男
。
出
σ
q
す
尻
℃
・
。
。
り
に
於
い
て

　
♂
く
O
ゴ
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O
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自
H
2
，
q
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色
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需
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δ
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メ
＜
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蓉
げ
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Q
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δ

　
冨
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ノ
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切
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第
五
巻
　
　
研
　
究
　
　
龍
馬
寺
の
滑
革
に
關
す
ろ
疑
問

　
。
・
8
9
二
8
暮
≡
．
｝
、
切
●
⊃

ご
謂
へ
る
は
當
に
吾
人
の
意
を
得
た
る
見
解
な
り
ご
思
は
．

．
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
醐

　
吾
人
は
．
露
西
亜
の
ワ
シ
ソ
フ
氏
の
如
く
明
帝
の
町
道
始

末
並
に
二
沙
門
の
渡
來
を
以
て
全
然
後
世
の
佛
敏
徒
の
假

作
附
會
に
出
つ
る
も
の
ご
見
る
説
は
取
り
た
一
な
き
者
で

支
那
へ
公
的
に
下
敷
の
傳
來
せ
し
は
如
何
し
て
も
明
転
の

使
節
派
遣
に
始
ま
り
二
沙
門
の
憂
事
も
亦
歴
史
事
端
な
り

ご
思
惟
す
る
者
で
あ
る
が
、
猫
普
通
の
意
味
に
於
け
る
僧

院
な
る
石
馬
寺
建
立
の
こ
ご
の
み
は
遽
に
は
信
じ
難
い
ご

思
ふ
の
で
あ
る
。
諸
種
の
史
料
ざ
虚
説
ご
を
綜
合
し
て
知

り
得
る
所
は
、
二
沙
門
の
渡
費
す
る
や
郎
ち
先
づ
之
れ
を

鴻
簾
寺
に
賓
客
こ
し
て
待
遇
し
、
次
で
間
も
な
く
洛
陽
西

雍
門
外
に
母
恋
寺
を
建
立
し
て
此
庭
に
居
ら
し
め
、
而
し

て
佛
像
は
之
を
清
涼
壷
、
貫
籍
陵
に
安
心
し
、
経
文
は
有

名
な
る
骨
壷
の
石
室
第
十
四
間
中
に
二
尊
せ
し
め
た
り
．
Σ
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第
五
巻
　
研
究
　
白
馬
寺
の
濃
草
に
關
す
ろ
疑
問

謂
は
る
、
の
で
あ
る
が
、
自
学
寺
な
る
寺
院
建
立
の
こ
ご

は
正
史
の
上
に
て
は
一
も
記
載
す
る
所
無
き
は
果
し
て
如

何
し
た
の
で
あ
る
鰍
。
斯
の
如
き
史
上
の
重
要
事
項
を
芭

曄
が
後
漢
書
撰
述
に
當
り
看
過
省
略
に
附
す
る
ビ
は
到
底

考
へ
得
ら
れ
ざ
る
こ
ご
で
、
此
の
聞
必
ず
や
何
等
か
の
事

情
が
伏
在
し
て
居
る
も
の
ぐ
」
槻
臥
せ
な
け
れ
ば
な
る
ま

い
。
然
も
所
謂
白
馬
寺
建
立
に
与
す
る
内
血
ハ
の
傳
ふ
る
所

も
諸
説
匠
々
に
し
て
永
李
十
年
説
、
十
一
年
説
、
十
二
年
説

あ
る
な
ざ
非
常
な
室
漠
た
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
勢
此
の

問
題
を
論
ず
る
に
は
先
づ
使
者
の
出
雲
井
に
蹄
朝
の
年
次

よ
り
研
究
せ
な
け
れ
ば
到
底
不
可
能
事
で
あ
る
。
然
る
に

悲
し
い
か
な
使
者
蹄
朝
年
次
も
亦
異
説
紛
々
こ
し
て
之
を

知
る
を
得
す
。
即
ち
『
佛
耐
歴
代
池
載
』
の
如
き
は
永
卒
七

年
中
を
立
て
、
之
に
反
し
て
『
緯
氏
通
宝
』
所
業
の
『
漢
書
』

　
　
コ

は
八
年
説
で
あ
り
、
『
歴
代
三
曹
記
』
は
十
年
説
．
『
粋
敢

編
若
年
論
』
は
十
一
年
説
で
あ
る
。
然
る
に
『
燃
費
編
年

通
論
』
は
出
鞍
年
次
を
永
李
七
年
（
西
暦
紀
元
六
四
年
）
ご

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
五
四
　
（
五
四
）

し
、
『
群
氏
池
鑑
』
は
永
李
六
年
（
西
暦
紀
元
六
三
年
）
に
既

に
使
者
一
行
の
大
月
氏
國
に
到
達
し
居
り
し
こ
ご
を
誌
せ

る
も
、
正
史
の
上
に
て
は
何
等
の
記
載
も
な
く
、
『
高
僧

傳
』
は
軍
に
永
御
中
（
西
暦
五
入
一
七
五
年
）
ご
あ
る
ば
か

り
で
、
つ
ま
り
出
駕
年
次
、
蛉
朝
年
次
共
に
不
確
實
で
あ

る
が
、
唯
八
年
蹄
朝
説
は
諸
書
の
記
載
ご
他
の
事
情
ご
よ

り
観
て
理
論
上
層
當
で
は
あ
る
ま
い
か
ε
思
ふ
。
否
糟
密

に
謂
へ
ば
七
年
蹄
朝
畠
を
成
立
せ
し
め
得
ら
る
＼
の
で
は

あ
る
ま
い
か
ご
思
は
れ
る
。
託
ち
『
佛
租
歴
代
夏
鳶
』
は
勿

論
元
代
の
編
纂
物
で
は
あ
る
が
、
其
の
露
朝
年
次
を
永
李

七
年
十
二
月
三
十
日
と
せ
る
こ
ご
は
他
の
『
歴
代
三
下
記
』

『
開
元
群
敏
録
』
等
の
記
載
ご
大
し
た
衝
突
を
起
さ
い
る
底

の
記
載
で
、
年
末
に
編
着
し
た
結
果
は
八
年
説
の
生
す
る

も
可
能
事
で
、
之
よ
り
槻
れ
ば
『
区
民
宝
鑑
』
に
永
李
六
年

・
は
既
に
使
者
一
行
の
大
月
氏
國
に
到
達
し
居
り
し
ざ
謂
ふ

説
も
説
明
が
附
し
得
ら
れ
、
且
つ
所
謂
自
馬
寺
に
在
り
て

二
沙
円
が
永
李
十
年
に
四
十
二
章
経
一
憲
を
（
課
記
）
十
一



年
に
竺
法
蘭
が
佛
本
行
経
を
（
歴
代
三
賓
記
）
、
十
三
年
に

測
地
断
結
経
を
（
騨
漱
録
〕
、
十
六
年
に
叉
二
番
ご
合
計
五
部

十
三
懇
を
諜
出
せ
し
ご
謂
ふ
『
歴
代
三
蓋
記
』
や
『
開
元
騨
。

敢
録
』
等
の
諸
記
載
の
年
次
こ
も
齪
擁
せ
ざ
る
説
明
が
下

し
得
ら
る
＼
か
ら
、
此
等
根
糠
こ
し
て
信
擦
、
争
る
は
薄
崩

な
る
諸
記
載
よ
b
考
へ
得
ら
る
、
使
節
一
行
の
蹄
朝
年
次

は
、
薄
溺
な
る
結
論
で
は
あ
る
が
蓋
し
永
雫
七
年
の
歳
の

暮
か
、
又
は
八
年
の
年
初
な
る
べ
し
ご
観
ら
れ
得
る
ざ
思

は
れ
る
。
儲
り
而
し
て
『
後
漢
書
』
楚
王
英
語
に
見
ゆ
る
駈

に
襟
れ
ば
、
二
沙
門
の
渡
來
せ
し
爲
に
言
意
八
年
に
伊
野

翠
嵐
の
禁
め
に
布
施
を
行
ひ
し
ご
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
蓋
し

使
節
一
行
ご
同
件
せ
し
掘
塵
騰
、
井
に
少
し
逞
れ
て
渡
來

せ
し
竺
法
言
の
二
沙
門
が
永
雫
八
年
の
謀
る
頃
に
は
相
並

び
て
再
呈
の
優
遇
を
受
け
た
る
結
果
、
此
の
畢
の
行
は
る

る
に
至
り
た
る
も
の
に
は
非
ざ
る
な
き
や
ざ
推
測
せ
ら
れ

労
以
て
吾
人
が
推
想
の
使
節
蹄
朝
年
次
は
粘
滑
な
る
説
明

を
附
し
得
ら
る
、
課
ご
な
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
ご
考

　
　
　
第
五
巷
　
　
研
　
究
　
　
白
馬
寺
の
浩
革
に
關
す
る
疑
岡

へ
る
。
勿
若
し
此
の
推
想
説
よ
り
説
明
せ
む
か
、
耀
上
騰

の
入
寂
は
永
李
十
六
年
ざ
傳
へ
ら
る
、
故
支
那
に
渡
來
後

九
年
目
に
長
逝
し
た
詳
で
あ
る
。

　
吾
人
は
前
述
ぶ
る
如
く
使
節
の
派
遣
沙
門
の
町
家
を
以

て
歴
史
的
事
實
な
ら
む
ご
解
繹
せ
む
ε
欲
す
る
者
な
る
が

別
し
て
楚
王
英
傳
の
伊
蒲
塞
に
布
施
を
行
ひ
し
話
な
ざ
よ

り
二
沙
門
の
渡
來
事
件
の
當
時
の
有
識
者
間
に
好
話
柄
を

作
り
し
も
の
ご
考
へ
ら
る
、
。
併
し
『
後
漢
書
』
の
記
載
の

上
に
て
明
瞭
に
知
り
得
ら
る
、
こ
ご
は
殆
ん
ご
迎
佛
使
節

を
派
遣
し
た
る
こ
ご
の
み
に
留
り
て
、
自
馬
寺
創
立
の
こ

ご
は
全
く
見
當
ら
な
い
。
而
し
て
此
の
こ
ε
の
初
め
て
記

載
せ
ら
る
、
も
の
は
『
魏
書
』
騨
老
若
及
び
目
合
隆
盛
を
以

て
有
名
な
る
梁
の
慧
絞
の
『
高
信
傳
』
で
あ
る
こ
ご
は
蓋
し

注
目
す
，
へ
き
こ
ご
で
あ
る
。
洵
に
其
の
『
後
漢
書
』
に
白
馬

寺
創
立
の
記
載
な
き
は
奇
し
き
限
り
で
大
膿
自
馬
寺
の
創

立
存
在
事
情
は
、
洵
に
前
夜
黒
黒
の
建
物
の
存
在
せ
ざ
り

し
地
黙
に
朝
霧
の
間
に
忽
然
ざ
し
て
朦
朧
π
る
殿
宇
の
影

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
號
　
　
　
五
五
　
（
五
五
）



　
　
謝
五
巻
　
研
究
　
白
焉
寺
の
沿
革
に
塑
，
る
疑
問

を
出
現
し
、
日
中
に
及
び
て
人
皆
共
の
混
在
を
認
識
し
た

る
に
係
ら
す
、
夕
の
煙
に
籠
め
ら
れ
再
び
朦
朧
た
る
夕
闇

の
問
に
永
久
に
没
し
去
り
し
が
如
き
も
の
で
、
實
に
不
可

思
議
な
存
在
で
あ
る
が
、
，
吾
人
は
之
に
封
し
て
次
の
如
き

疑
問
を
獲
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
み
る
Q

　
蓋
し
二
沙
門
の
爲
に
一
構
の
殿
宇
を
建
立
せ
し
は
歴
史

的
事
實
な
ら
む
も
思
差
直
に
自
薦
寺
ご
命
名
又
は
長
呼
さ

れ
し
や
否
や
は
疑
ふ
べ
き
で
あ
る
ご
思
ふ
こ
ご
で
あ
る
。

此
の
殿
宇
の
建
築
は
吾
人
の
黙
想
を
以
て
す
れ
ば
永
不
八

年
中
よ
り
起
工
さ
れ
た
る
も
の
こ
考
へ
得
ら
込
、
が
、
相

子
の
建
築
な
れ
ば
一
個
年
位
の
日
時
は
要
せ
し
な
る
べ
く

而
し
て
佛
像
は
清
凍
壼
に
安
置
せ
ら
れ
黒
歯
は
蘭
憂
石
室

に
聖
駕
せ
ら
れ
た
る
な
れ
ば
、
残
る
所
は
輩
に
二
沙
門
を

客
遇
し
経
文
を
繹
出
せ
し
む
べ
き
殿
宇
の
必
要
の
み
で
あ

る
。
然
れ
ば
洛
陽
の
西
郊
に
作
ら
れ
た
る
一
構
の
建
築
麟

結
局
明
豊
が
二
沙
門
を
客
遇
し
置
き
て
経
文
襯
課
事
業
に

從
翻
せ
し
む
べ
き
一
個
の
客
館
で
、
之
に
其
の
趣
味
生
活

　
　
　
　
　
　
　
脂
気
　
㎜
　
號
　
　
　
　
五
山
ハ
　
（
五
六
）

の
便
宜
を
興
ふ
る
爲
多
少
印
度
乃
至
西
域
式
の
意
匠
を
用

ひ
た
り
ご
思
は
る
、
所
の
謂
は
い
鴻
野
寺
の
分
館
の
如
き

も
の
な
ら
ざ
り
し
や
否
や
を
疑
っ
て
試
た
い
。
絶
島
後
漢

時
代
の
記
録
上
に
は
此
の
建
築
に
大
三
聖
を
置
き
諸
人
の

墾
奔
焼
香
せ
し
話
は
一
も
見
覚
ら
ざ
る
も
の
な
れ
ば
、
蓋

し
當
時
は
臼
馬
寺
な
ざ
命
名
又
は
聡
脅
せ
ら
れ
た
る
も
の

に
あ
ら
ざ
り
し
な
ら
む
ご
疑
は
れ
る
の
で
、
つ
ま
b
今
日

の
意
味
に
於
け
る
寺
院
で
は
無
か
っ
た
も
の
こ
雪
渓
し
得

る
聖
地
が
存
す
る
ご
思
は
れ
る
。
『
後
漢
書
』
に
既
に
自

馬
寺
命
名
の
記
載
全
然
こ
れ
無
き
以
上
は
、
斯
く
解
す
る

よ
り
外
に
致
し
か
た
は
無
か
ら
う
。
尤
も
將
來
こ
れ
を
寺

院
こ
す
る
意
志
の
明
帝
の
胸
裏
に
あ
り
し
や
否
や
は
不
明

で
あ
る
が
、
蓋
し
輿
論
の
是
非
を
糊
察
し
、
佛
敷
の
公
的

鹸…

?
が
民
心
に
逆
ふ
襟
な
こ
ビ
も
な
け
れ
ば
、
追
々
ご
今

日
の
意
思
に
於
け
る
寺
院
ご
す
る
方
寸
の
有
り
し
と
は
、

其
の
祭
祀
禮
笄
の
習
慣
に
も
合
す
る
様
に
、
其
の
建
築
様

式
に
後
に
説
く
が
如
く
印
度
式
乃
至
西
域
式
を
加
へ
た
り



ご
思
は
る
、
こ
ご
に
依
り
て
も
略
々
推
知
せ
ら
れ
得
は
す

3
ホ
い
か
ご
疑
は
れ
．
る
。

　
然
ら
ば
何
代
よ
ゲ
自
馬
寺
ご
幕
濾
せ
ら
れ
た
か
ε
謂
ふ
・

に
其
の
才
名
の
記
載
の
見
ゆ
る
最
初
は
正
史
の
上
に
て
は

『
右
書
』
膵
老
志
で
あ
り
、
他
の
も
の
で
は
北
魏
の
楊
街
之

の
『
洛
陽
伽
藍
記
』
な
れ
ば
、
北
魏
時
代
に
か
く
繕
呼
さ
れ

居
り
し
こ
ご
だ
け
は
確
實
な
れ
ば
、
つ
ま
り
後
漢
中
葉
以

後
よ
り
三
國
西
霞
に
亙
る
間
に
何
時
か
斯
く
命
名
せ
ら
れ

た
る
な
ら
む
て
ふ
こ
ご
だ
け
は
知
ら
れ
得
る
ビ
思
は
れ

る
〇

　
　
　
　
五

　
か
く
し
工
吾
人
の
卑
見
を
以
て
し
て
創
立
頭
上
は
軍
に

二
沙
門
上
製
の
爲
の
客
館
で
、
其
の
後
、
後
漢
中
葉
以
後

よ
り
三
國
西
晋
に
亙
る
間
に
白
馬
寺
ご
幕
呼
さ
る
、
に
至

り
て
途
に
今
日
の
意
思
に
於
け
る
寺
院
ご
な
り
し
此
の
建

築
物
が
創
建
當
初
の
標
子
は
吾
人
の
寡
聞
未
だ
之
を
詳
細

に
知
る
べ
き
好
史
料
を
蛮
思
し
．
て
居
ら
な
い
。
併
し
『
魏

　
　
　
第
五
巷
　
　
研
　
究
　
　
白
馬
寺
の
沿
革
に
關
す
ろ
疑
問

童
日
』
繹
老
志
に
は

　
宮
塔
猫
依
天
竺
善
朕
而
重
構
之
。
從
一
級
至
三
五
七
九

　
図
入
相
承
謂
之
浮
圖
。

ご
あ
れ
ば
殿
宇
の
外
に
印
度
式
ビ
黙
せ
ら
る
、
飛
塔
を
建

て
し
こ
ざ
が
解
る
が
、
之
が
明
帝
時
代
に
建
立
さ
れ
し
か

將
叉
自
馬
寺
ご
幕
呼
さ
れ
て
純
粋
の
寺
院
ざ
な
り
し
時
に

建
立
せ
ら
れ
し
か
は
不
明
な
る
が
、
少
く
ざ
も
北
画
時
代

の
白
馬
寺
が
塔
を
有
す
る
一
構
の
建
築
な
り
し
こ
ご
だ
け

は
明
瞭
で
あ
り
。
又
『
洛
陽
伽
藍
記
』
の
記
載
に
徴
す
れ
ば

明
帝
よ
り
大
凡
四
百
四
五
十
年
を
経
た
る
北
魏
時
代
に
伍

後
漢
代
の
維
函
の
保
存
せ
ら
れ
陀
る
様
見
ゆ
る
も
、
之
等

は
蓋
し
後
漢
中
葉
以
後
の
某
時
代
に
及
び
始
め
て
純
粋
寺

院
ε
せ
ら
れ
て
自
馬
寺
ご
命
名
鵜
思
せ
ら
れ
し
以
來
の
設

置
な
ら
ざ
る
や
を
疑
っ
て
試
た
い
。
其
の
出
塁
に
就
い
て

は
明
瞭
必
要
に
野
饗
時
代
の
も
の
ご
謂
ふ
記
載
は
見
當
ら

な
い
…
標
で
『
魏
書
』
韓
賢
傳
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　

　
其
経
函
形
製
古
塔
。
世
農
繁
古
物
。
歴
代
賓
之
。

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
五
七
　
（
五
七
）



　
　
　
鎚
五
ρ
研
究
　
肺
門
寺
の
沿
革
に
關
す
る
疑
問

ε
あ
b
。
『
洛
陽
伽
藩
皿
記
』
に
は

　
寺
上
七
重
至
今
猫
存
。
常
嶢
香
供
養
。
経
函
時
放
光
。

　
明
器
於
堂
宇
。
是
以
道
俗
禮
敬
之
。
加
仰
兵
事
。

ご
あ
る
ば
か
り
で
あ
る
Q
唯
蹴
れ
幕
議
．
時
代
の
様
子
に
至

b
て
は
、
同
じ
く
『
洛
陽
伽
藍
記
』
に

　
浄
屠
前
壷
．
林
蒲
萄
．
異
於
籐
庭
。
枝
葉
繁
術
。
子
實
甚

　
大
。
伽
羅
實
重
病
斤
。
蒲
萄
頓
句
爆
睡
。
歯
並
殊
美
冠

　
於
中
京
。

ご
あ
り
て
、
蒲
萄
等
の
如
き
外
米
傳
來
の
果
實
花
卉
類
が

」
植
え
ら
れ
比
較
的
外
野
色
彩
の
存
し
た
お
は
、
猶
今
日
日

本
の
耶
蘇
激
會
堂
に
西
洋
花
を
植
え
て
西
洋
色
彩
を
添
え

た
る
が
如
き
も
の
な
り
し
な
ら
む
ご
想
像
せ
ら
る
、
が
、

之
も
果
し
て
明
帝
以
來
の
施
設
な
・
る
か
、
其
後
の
某
時
代

の
施
設
な
る
か
共
の
黙
は
今
日
の
庭
勿
論
明
・
確
に
窺
知
す

る
を
得
な
い
が
、
少
く
こ
も
北
洋
時
代
に
は
然
り
し
な
る
■

べ
き
を
信
ず
る
に
足
る
ε
思
ふ
。
而
し
て
右
の
所
謂
奈
林

な
る
も
の
は
塗
林
ビ
同
一
の
も
の
な
ら
む
ご
考
へ
ら
れ
塗

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
王
入
　
（
五
八
）

林
は
西
晋
の
陸
機
の
『
與
霧
雲
書
』
中
に
、
「
張
直
穿
漢
使
外

國
十
八
年
。
得
塗
林
安
石
榴
也
」
の
句
あ
り
て
ピ
目
9
も
鼠
○

氏
は
之
を
以
て
地
名
日
餌
【
三
二
9
の
音
諜
ご
認
め
居
る
が
、

桑
原
先
生
は
『
績
史
的
研
究
』
所
載
の
論
交
『
張
恭
の
遠
征
』

中
に
て
此
の
事
に
論
及
せ
ら
れ
次
の
如
く
謂
は
れ
て
居

る
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

　
＝
一
「
夢
は
陸
機
の
句
を
得
塗
込
。
安
石
榴
也
。
ご
解
．
し

　
て
塗
林
を
梵
語
で
石
榴
を
意
味
す
る
ご
9
ユ
9
の
暑
課

　
ご
認
め
て
居
る
。
こ
の
暴
論
の
方
が
要
當
か
も
知
れ
ぬ
。

吾
人
は
此
の
説
に
基
き
て
塗
林
を
石
榴
の
梵
語
U
蟄
ヨ

の
音
課
ご
見
る
ご
共
に
奈
林
も
亦
然
ら
む
ご
解
す
る
者
で

あ
る
。
蓋
し
奈
は
那
に
通
じ
U
p
な
る
昔
を
も
有
す
る
も

の
な
る
は
容
易
に
推
知
せ
ら
れ
得
る
故
、
北
上
時
代
の
自

選
寺
飛
塔
前
に
蒲
萄
ご
共
に
外
敵
植
物
こ
し
て
其
の
偉
大

な
る
を
誇
り
し
笠
懸
は
石
榴
な
ら
む
ご
考
ふ
る
も
の
で
、

當
時
京
師
の
通
語
に

　
白
馬
寺
榴
。
　
一
實
直
牛
。



・

な
る
評
剣
あ
り
し
を
思
へ
ば
釜
々
其
の
然
る
な
る
を
信
じ

得
ら
る
＼
ご
弐
心
ふ
ざ
北
ハ
に
、
愈
々
北
魏
時
代
に
於
け
る
白

馬
寺
の
境
内
の
様
子
の
非
支
那
式
な
り
し
こ
ご
を
知
．
り
得

ら
る
＼
と
思
ふ
。

　
傍
白
馬
な
る
寺
名
は
羅
馬
に
経
を
積
み
蹄
り
し
爲
ご
謂

は
る
、
も
、
吾
人
の
卑
見
を
以
て
す
れ
ば
建
立
頭
初
は
臼

馬
寺
の
鵬
呼
は
無
か
り
し
も
の
に
し
て
後
漢
中
葉
頃
よ
り

西
晋
の
問
の
累
代
頃
か
に
佛
筑
豊
に
よ
り
て
附
せ
ら
れ
だ

る
も
の
こ
思
は
る
れ
ば
、
蓋
し
西
域
の
論
る
王
が
招
提
寺

破
竣
に
際
し
夜
中
】
白
馬
の
寮
験
あ
り
し
ご
謂
ふ
傳
説
に

よ
り
命
名
せ
し
も
の
で
、
明
帝
派
遣
の
迎
佛
使
者
の
経
を

積
み
蹄
り
し
自
馬
に
因
む
ご
の
説
は
餐
常
な
ら
ざ
る
様
疑

ひ
得
る
除
地
あ
ら
む
ご
思
ふ
。

　
　
　
　
六

　
然
ら
ば
北
魏
時
代
に
令
室
に
存
在
せ
し
臼
馬
寺
が
何
代

頃
迄
存
在
せ
し
か
ご
謂
ふ
に
こ
れ
亦
明
確
な
痩
料
は
殆
ん

ご
見
當
ら
な
い
様
で
、
吾
人
は
少
く
ご
も
南
北
朝
時
代
の

　
　
　
第
五
巻
　
　
研
　
究
　
　
白
馬
寺
の
蛍
草
に
關
す
る
疑
問

末
期
に
は
既
に
荒
屡
静
思
に
汗
し
て
居
っ
た
も
の
で
は
あ

る
ま
い
か
ご
疑
ふ
次
第
で
あ
る
。
勿
論
其
の
積
極
的
毒
魚

ざ
な
る
べ
き
好
史
料
は
見
附
か
ら
ざ
る
も
前
に
謂
へ
る
如

く
晴
時
代
に
所
謂
北
季
の
地
に
白
馬
寺
の
存
在
あ
b
、
又

唐
の
貞
槻
元
年
に
本
來
の
自
馬
寺
に
程
近
き
奇
く
河
南
省

の
扶
溝
縣
附
近
に
汗
馬
寺
の
建
立
せ
ら
れ
た
る
如
き
記
載

の
残
れ
る
は
澗
極
的
逆
料
で
は
め
る
が
傍
観
に
は
な
る
ご

思
は
れ
、
有
名
な
る
傳
説
を
有
す
る
自
粛
寺
の
面
存
在
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

る
時
に
、
直
隷
地
方
に
同
名
の
寺
院
あ
る
は
既
に
不
可
思

議
で
あ
り
、
況
ん
や
本
來
の
自
馬
寺
と
程
遠
か
ら
ざ
る
河

南
省
に
同
名
の
寺
院
が
唐
の
貞
観
元
年
に
建
立
せ
ら
れ
た

る
も
並
々
不
可
思
議
な
課
で
、
こ
は
蓋
し
本
來
の
自
馬
寺

の
少
ぐ
こ
も
既
に
南
北
朝
末
期
に
は
存
在
せ
ざ
り
し
爲
、

其
の
由
縁
あ
る
右
刹
の
名
を
保
存
す
る
の
目
的
よ
り
其
の

名
を
襲
ひ
た
る
新
寺
院
を
建
立
し
た
る
も
の
な
ら
ざ
る
や

ご
思
は
れ
る
、
若
し
吾
人
が
此
の
澗
極
的
論
披
を
是
認
す

る
な
ら
ば
、
本
々
の
所
謂
白
馬
寺
は
少
く
こ
も
南
北
朝
時

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
號
　
　
　
五
九
　
（
五
九
）



・

第
王
巻
　
研
究
　
白
馬
寺
の
漕
革
に
剛
す
る
疑
問

代
の
末
期
に
は
既
に
・
灌
滅
荒
々
に
継
し
居
り
し
も
の
ビ
解

鐸
す
る
よ
り
他
に
適
聖
な
る
論
明
が
附
し
得
ら
れ
ま
い
ご

思
考
せ
ら
る
、
の
で
あ
る
。
尤
も
『
緯
氏
池
鑑
』
に
は
吾
人

の
卑
見
を
否
定
せ
む
ご
す
る
記
載
あ
り
て
、
太
宗
皇
帝
題

自
馬
寺
詩
㎝
首
こ
て
左
の
詩
を
引
用
録
し
て
居
る
。
曰
く

　
門
穫
蒲
々
長
緑
苔
。
一
回
登
此
一
彿
徊
。
青
牛
家
塾
函

　
關
去
。
白
馬
親
從
印
土
來
。
欲
定
是
非
愚
烈
焔
。
要
分

　
眞
儒
築
高
壷
。
春
風
也
劇
痛
身
魂
。
吹
盤
當
年
滋
敏
次
。

　
『
繹
氏
通
鑑
』
は
申
す
迄
も
無
く
宋
の
重
畳
の
撰
述
に
係

る
書
籍
な
れ
ば
、
從
っ
て
此
の
詩
は
唐
の
太
宗
の
御
製
ご

槻
な
け
れ
ば
な
ら
す
、
太
宗
が
之
を
濾
せ
し
時
に
本
來
の

自
室
寺
の
現
存
せ
し
詳
こ
な
る
も
の
で
あ
る
。
叉
『
河
南

池
志
』
蓉
五
十
に
も

　
責
馬
寺
記
中
永
李
十
年
創
建
。
下
酒
化
元
至
論
問
。
倶

　
　
　
　
阿

　
敷
瓦
。
明
洪
武
二
十
三
年
重
藤
。

ざ
も
あ
り
て
、
此
等
の
記
載
よ
り
槻
れ
ば
本
権
「
の
所
謂
白

馬
寺
は
一
度
も
荒
働
涯
滅
せ
ざ
り
し
如
く
槻
ざ
る
を
得
ざ

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
六
〇
（
六
〇
）

る
が
、
之
は
蓋
し
粗
漏
な
る
引
用
法
ピ
記
載
ビ
な
る
べ
一

吾
人
は
前
の
理
由
に
よ
り
て
其
の
南
北
朝
末
期
に
は
既
に

荒
康
に
比
し
建
築
物
も
喪
失
し
居
り
し
も
の
で
『
河
南
池

志
』
の
記
載
の
如
き
は
或
は
唐
鋤
以
外
の
奮
位
置
に
再
建

せ
ら
れ
し
も
の
を
厳
修
せ
し
こ
定
を
謂
へ
る
も
の
な
ら
ざ

む
か
ご
疑
は
れ
る
次
第
で
あ
る
〇

　
　
　
　
七

　
降
監
自
費
寺
に
要
す
る
史
料
は
既
に
共
の
量
に
於
い
て

僅
少
な
る
の
み
穴
ひ
ら
す
、
叉
其
の
質
に
於
い
て
も
多
く
は

不
確
實
な
な
も
の
な
れ
ば
、
此
の
二
個
の
映
隔
の
爲
に
今

日
に
於
い
て
は
堅
實
な
る
研
究
の
結
果
も
齎
ら
す
こ
ご
は

到
底
不
可
能
歪
な
ら
む
ε
此
4
3
へ
ら
れ
る
。
そ
れ
で
叙
上
吾

人
が
論
述
す
る
所
も
多
く
は
所
謂
臆
説
に
し
て
、
三
皇
基

礎
薄
弱
な
る
根
雨
の
上
に
立
ち
て
立
虚
し
た
る
も
の
な
れ

ば
洵
に
塞
中
架
楼
的
の
結
果
を
得
た
る
に
過
ぎ
な
い
。
併

し
支
那
文
化
史
研
究
の
上
よ
り
注
意
す
べ
き
一
大
事
件
た

る
白
馬
寺
問
題
は
將
凍
盆
々
研
究
致
す
べ
き
必
要
が
あ
ら



う
ε
思
ふ
。
今
藏
に
吾
入
が
得
た
る
此
中
架
楼
的
結
果
は

軍
に
各
史
料
の
記
載
を
成
る
可
く
齪
館
衝
突
せ
し
め
ざ
る

範
團
に
於
い
て
試
み
た
る
想
像
的
結
果
で
、
勿
論
學
術
的

研
究
の
結
論
ご
翻
る
こ
ピ
は
出
立
な
い
ご
思
は
る
、
が
、

つ
ま
り
卑
見
よ
り
生
す
る
羅
馬
寺
の
沼
革
に
瀾
す
る
疑
問

と
し
て
提
出
す
る
に
左
の
諸
項
が
列
暴
論
し
得
ら
れ
は
す

ま
い
か
ご
思
ふ
の
で
あ
る
。

　
〕
、
佛
敏
の
廣
義
に
於
け
る
支
那
傳
來
は
騙
し
も
後
漢

　
　
聯
絡
の
使
節
派
遣
に
は
始
ま
ら
す
し
て
前
漢
中
葉
以

　
　
後
、
少
く
ご
も
成
帝
哀
感
の
間
に
は
既
に
私
蘭
交
池

　
　
に
よ
り
て
之
が
渡
恥
し
居
り
し
ε
思
は
れ
、
叉
外
國

　
　
酒
壷
も
一
二
は
問
行
渡
來
し
居
り
た
る
も
の
に
は
非

　
　
ざ
る
な
き
や
て
ふ
疑
問
。

　
二
、
從
っ
て
當
時
の
佛
敷
は
折
柄
勢
力
有
り
し
貰
電
工

　
　
社
説
の
歴
青
に
遭
ひ
、
公
々
然
ざ
し
て
立
つ
能
は
ざ

　
　
亀
り
し
結
果
、
表
面
は
黄
老
赫
仙
窟
に
假
託
し
、
其
の

　
　
假
面
を
蒙
り
て
暗
々
裏
に
其
の
潜
勢
力
を
養
ひ
居
た

　
　
　
第
五
巷
　
　
研
　
究
　
　
白
馬
寺
の
沿
革
に
關
す
ろ
疑
問

　
る
に
非
ざ
る
な
き
ゃ
て
ふ
疑
．
閣
一
〇

三
、
明
帝
が
迎
佛
使
節
涙
遣
の
鋤
機
は
決
し
て
金
人
を

　
夢
み
た
る
に
依
る
て
ふ
淺
薄
な
る
も
の
に
は
非
す
し

　
て
、
帝
昇
に
一
部
人
士
の
佛
敢
に
封
ず
る
相
當
の
知

　
識
あ
り
て
、
其
の
幽
幽
賠
問
希
望
の
熟
心
な
る
結
果

　
少
く
ε
も
数
年
間
の
考
慮
を
費
し
て
後
出
の
暴
に
出

　
で
た
る
も
の
に
非
ざ
る
嫁
き
や
て
協
疑
問
。

四
、
所
謂
自
盛
寺
は
建
立
當
初
は
か
、
る
名
も
な
く
二

　
沙
門
を
賓
客
ご
し
て
遇
し
、
併
せ
て
経
文
の
西
門
事

　
業
に
行
事
せ
し
め
む
が
駕
の
一
個
の
賓
館
に
…
過
ぎ
ざ

　
る
も
の
に
し
て
、
此
庭
に
佛
像
香
燭
を
具
備
し
て
諸

　
人
の
祭
祀
禮
拝
せ
し
も
の
に
は
非
ざ
り
し
な
ら
む
て

　
ふ
疑
問
。

五
、
共
の
肩
馬
寺
ご
命
名
叉
は
幕
戯
せ
ら
れ
無
二
を
安

　
置
し
て
諸
人
の
焚
落
禮
拝
す
る
今
日
の
意
昧
に
於
け

　
る
佛
寺
ご
な
り
し
は
後
漢
中
葉
以
後
よ
り
西
方
迄
の

　
聞
に
於
い
て
起
り
し
こ
ご
に
非
ざ
る
な
き
や
て
ふ
疑

　
　
　
　
　
　
癬
即
　
一
　
號
　
　
　
　
目
皿
一
　
（
六
一
）



第
五
巷
　
　
維
　
纂
　
　
風
俗
史
上
よ
り
見
れ
ろ
後
水
尾
上
皇
ピ
東
瀟
門
院
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
六
二
　
（
六
一
じ

　
問
。

六
、
艶
陽
其
の
建
築
に
飛
搭
を
加
へ
し
も
恐
く
は
其
の

　
今
日
の
意
味
に
於
け
る
寺
院
こ
な
り
し
頃
の
こ
ε
に

　
し
て
、
明
認
が
此
の
一
構
の
建
築
を
螢
呈
せ
し
時
に

　
は
こ
れ
な
か
b
し
な
ら
む
も
、
北
野
時
代
の
標
子
よ

　
り
逆
推
す
れ
ば
比
較
的
古
く
よ
り
外
國
傳
來
の
植
物

　
　
等
の
其
の
庭
に
植
え
ら
れ
て
、
比
較
的
外
國
的
就
中

　
　
西
域
印
度
的
色
彩
の
存
せ
し
も
の
な
り
し
な
ら
む
て

　
　
ふ
疑
問
。

　
七
、
少
く
ε
も
南
北
末
期
に
は
既
に
此
の
寺
が
涯
滅
荒

　
　
腰
に
博
し
居
り
た
る
も
の
に
非
ざ
る
な
き
や
て
ふ
疑

．
　
問
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
八
年
七
月
＋
九
臼
稿
）

堅　摯
匿　重
璽　翌
設　勇
璽　墨
堅　運
堅　塞
堅　垣

1纂1
璽　　函
ま　　　　　セ

罫　理

、

風
俗
史
上
よ
り
見
事
る
後
水
尾
上
皇
ご
東
幅
門
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
櫻
　
　
井

　
江
戸
初
世
の
宮
廷
風
俗
を
考
へ
ん
こ
す
る
ご
き
は
、
何

人
も
後
水
尾
院
の
御
竃
好
及
北
谷
門
院
の
御
性
行
ご
更
に

そ
の
背
景
を
な
せ
る
武
家
の
勢
力
を
槻
過
し
得
ざ
る
べ

し
。
然
れ
ざ
も
本
問
題
を
少
し
く
委
曲
に
渉
っ
て
叙
述
せ

秀

ん
が
た
め
に
は
．
一
審
の
成
書
を
以
て
す
る
に
め
ら
す
ん
ば

盤
す
べ
く
も
あ
ら
す
。
故
に
た
い
左
の
重
要
な
る
二
三
の

黙
の
み
に
つ
い
て
所
見
の
梗
概
を
あ
げ
、
諸
士
の
激
を
侯

，
ち
改
め
て
細
説
す
る
の
機
甲
を
得
ん
こ
ご
を
期
す
。


